
　TWIとは、第二次世界大戦時にアメリカで開発された教育訓練で、日本へは1950年に導入され、現
在は数多くの企業に支持されています。
　職場を直視した時、正しい仕事のやり方が守られていない、仕事が遅れる、やり損ないややり直しが
多い、怪我をする者がいる、言ったつもりが伝わっていない、上司の指示に従わない、といった問題が
ある場合、正しい仕事の教え方や、適切な人の扱い方を実践すれば、多くの問題は取り除くことができ
るはずです。
　この『正しい仕事を教える』『適切な人の扱い方の技能を活用する』ことこそがTWIなのです。TWI
は今や製造業にとどまらず、医療分野や介護分野にまで、職場の問題改善のために導入が広まっています。

TWI 監督者訓練
TWI 監督者訓練とは

TWI３コースを身に付けておくと、特級技能検定の受検対策として活用できます。

一般監督者　１コース10人まで（この講習は事業所単位でお申し込みください。）対象者・定員

　１コースにつき、１日２時間で５日間の訓練を貴社の実施計画に基づきご希望の日
時、場所で訓練を実施します。
　なお、講師の派遣につきましては、最寄り駅から講習会場までは、送迎をお願いす
ることもあります。

訓練場所・実施日

会員：71,200円　　非会員：84,800円
※１　この受講料は１事業所あたりの金額です。
※２　講習には受講料以外に別途資料代が必要です。
　　　（JI：約1,600円/10名、JM：約3,500円/10名、JR：約200円/10名）

受講料（１コース）

　監督者の基礎的な技能の向上を目的として、日常業務に不可欠な部下の指導、人間関係、作業の改善を、
TWI方式にて訓練します。訓練では、実習、実演を中心に理論より実践を重んじた訓練で、企業のいずれ
の業種や規模にも適応できます。

コース・内容

教える前の作業分解の仕方及び確実で信頼のできる正しい教え方の技術を付与し、実践的
な演習により部下の指導の仕方を習得します。

「仕事の教え方（JI）」

現在持っている労力、設備の効果的な活用方法を付与し、また具体的演習によって労力、
機械、材料の効果的な活用法を習得します。

「改善の仕方（JM）」

部下との人間関係を円滑にし、職場に問題が起きるのを未然に防止し、あるいは問題が起
きても上手く処理する能力を付与し、部下の仕事に対する意欲を向上させる技能を習得し
ます。

「人の扱い方（JR）」

認定職業訓練TWI 監督者訓練（10時間講習）
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　この講習では、TWI監督者訓練（10時間講習）の講師となるTWI監督者訓練員（トレーナー）を養成し
ます。

コース・内容 「仕事の教え方（JI）」
「改善の仕方（JM）」
「人の扱い方（JR）」

認定職業訓練TWI 監督者訓練員（トレーナー）養成講習

上級監督者対　象　者 各コース毎に当協会所属のリーダーの指導の下、トレーナー
として社内等で監督者訓練が行えるよう、必要な知識、技能
について演習を交えながら身に付けていただきます。
なお、各コースの概要は17ページをご参照ください。

各回とも10日間（土日を除く）
午前９時～午後５時　計70時間　定員10名（１コース）

「仕事の教え方（JI）」
【第１回】令和２年 ６月 １日（月）～ ６月11日（金）
【第２回】令和２年 ９月 ７日（月）～ ９月18日（金） 
【第３回】令和２年11月30日（月）～12月11日（金）

「改善の仕方（JM）」
令和２年７月６日（月）～７月17日（金） 

「人の扱い方（JR）」
【第１回】令和２年９月28日（月）～10月９日（金）
【第２回】令和３年１月25日（月）～ ２月５日（金）

開　催　日

講習修了後、２週間以内に習得科目の監督者訓練（10時間講習）を社内にて実施していた
だきますと、指導講師が１回（２時間）会場に出向き、無料で指導、評価します。

実 地 指 導

「仕事の教え方（JI）」  会員：67,300円　　非会員：79,300円
「改善の仕方（JM）」　会員：80,200円　　非会員：92,200円
「人の扱い方（JR）」 　会員：64,400円　　非会員：76,400円

受講料（１コース）

　このＴＷＩ監督者訓練員(トレーナー)養成講習は、ご要望の日時、場所に講師を派遣して講習を
実施することもできます。
　内容や受講料は上記と同じで受講者数は６名から10人までです。
　ご気軽にご相談ください。
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